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議題 平成２７年度「運営に関する計画」（自己評価）中間評価 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 

 

 

(1) 

・日常の指導が落ち着いた学校を

つくっている。全国学力・学習状

況調査の結果から、上記の成果を

あげていることを、共通理解でき

た。しかし、家庭学習の時間は少

なく継続した取り組みが必要で

ある。 

・「教員の指導力向上」・「学力向上をめざす

わかりやすい授業」・「生徒指導の充実」をす

すめ、落ち着いた学校づくりの成果をあげて

いることが理解できた。 

・点数、勉強以外にも大切なものがあること

をふまえた教育をすすめてほしい。 

  

 

(2) 

・ほとんどの生徒が「集会で話が

きけている」、「きまりを守れてい

る」ため学校がとても落ち着いた

状況になっている。 

・部活動の高い入部率、行事への

取り組みなど、生徒が活躍できる

場が授けられている状況が理解

できた。 

・生徒と教員との関係がよいと、学習・行事

にしっかりと取り組むことができることを

理解できた。 

・友だちとの関係がよいと学級・学年行事に

生き生きと取り組むことができる。また、そ

れが学習環境に影響して、学力向上につなが

る。 

  

(3) 

 

 

・家庭環境は様々であるが、個性

を生かしてゆとりのある教育を

すすめることが大切であること

を認識した。 

・教職員の世代交代がスムーズい

くことで、若手の先生の指導力を

向上させることが大切である。 

・子どもは学力など、のびしろがある。教師

の指導力でさらに魅力ある学校になること

が理解できた。 

・自己肯定感をもたすことのできる教育をさ

らにすすめてほしい。 

・茨田地域の歴史を理解することで、郷土に

愛着をもつ生徒を育成してほしい。 

 

協議 

資料 

平成２７年度「運営に関する計画」（自己評価）中間評価 

平成２７年度 全国学力・学習状況調査の結果 

平成２７年度 １学期 生徒・保護者のアンケート結果 

備考 

傍聴者[ ０ ]名     

 


